
（12）公益財団法人 鳥取県天神川流域下水道公社経営状況報告書

 一 法人の概要 

１ 名     称  公益財団法人 鳥取県天神川流域下水道公社 

２ 目     的  天神川流域下水道の維持管理に関する業務を行うとともに、下水道知

識の普及・啓発活動及び下水道技術に関する調査研究等を行い、県及び

流域関連市町が実施する下水道事業に協力し、もって地域住民の健康で

快適な生活環境の向上と公共用水域の水質保全に寄与することを目的と

する。 

３ 公益認定年月日  平成２４年３月１９日 

（財団法人 鳥取県天神川流域下水道公社設立許可年月日 

昭和５７年８月１日） 

４ 設立登記年月日  平成２４年４月１日 

（財団法人 鳥取県天神川流域下水道公社設立登記年月日 

 昭和５７年８月７日） 

５ 基 本 財 産  出えん金   ３，０００，０００円 

鳥取県出えん金  １，５００，０００円 

倉吉市出えん金    ５００，０００円 

湯梨浜町出えん金    ５００，０００円 

三朝町出えん金    ２５０，０００円 

北栄町出えん金    ２５０，０００円 

６ 役 員 等  評 議 員  ５人  理  事  ７人  監  事  ２人 

             評 議 員  井 土 美智子（湯梨浜町女性団体連絡協議会副会長） 

〃    能 登 克 浩（元倉吉商工会議所専務理事） 

〃    石 田 耕太郎（倉吉市長） 

〃    松 島 文 子（学校法人藤田学院鳥取短期大学生活学

科教授） 

〃    太 田 裕 司（鳥取県生活環境部次長） 

             理 事 長  長谷川 具 章 

             常務理事  長谷川 具 章（理事長兼務） 
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             理  事  宮 脇  正 道（湯梨浜町長） 

〃    吉 田 秀 光（三朝町長） 

〃    松 本 昭 夫（北栄町長） 

〃    竺 原  晶 子（ｅ・らぼ事務局長） 

〃    山 﨑 昌 徳（倉吉市副市長） 

〃    大 呂 英 樹（鳥取県生活環境部水・大気環境課長） 

             監  事  馬 壁 聰之介 

〃    木 天 昌 明（税理士） 

７ 職     員  ８人  

８ 事 務 所  東伯郡湯梨浜町はわい長瀬１５１７番地
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二 平成２８年度事業実施状況 

天神川流域下水道の維持管理及び運営業務を行う指定管理者（平成２６年度～平成３０年

度）として、天神浄化センター（終末処理場）の運転管理を適正かつ効率的に行い、良好で安

定的な下水処理の確保を図るとともに、設備機器類等の下水道施設の適切な維持管理を行うこ

とで、持続的な下水道機能の確保に取り組んだ。 

また、水質分析及び下水道知識の普及・啓発等の事業を実施することともに、継続的な業務

改善と効果的・効率的な管理運営による経費の縮減に取り組んだ。 

１ 天神川流域下水道の管理運営業務 

(1) 天神浄化センターの運転管理業務 

天神浄化センターの流入汚水に対して、水処理施設、汚泥処理施設等の運転管理を適正

かつ効率的に行い、常に良好な状況を保持し下水道機能の確保を図るとともに、年間を通

じて良好で安定的な下水処理を実施することができた。脱水汚泥は全量処分委託により堆

肥化及び固形燃料化（炭化）として有効活用を図った。 

流入汚水量は年間７，４８２千 で、対前年比６．１％の増加となり、脱水汚泥は年間

５，２８１トンで、４．７％の増加となった。一方で、使用電力量は２．５％の増加にと

どめるとともに、燃料（重油）や塩素滅菌剤等の使用量を削減することができた。 

[汚水及び汚泥処理の状況] 

  汚水処理量 汚泥処理量 

日 平 均 ２０，４９９ 脱水汚泥（年間合計） ５，２８１．２ｔ 

年間合計 ７，４８２，１４８ 

[水処理の状況] 

項    目 流 入 下 水 放  流  水 

ＢＯＤ（㎎/ ） １４０ ２．１ 

浮遊物質（SS）（mg/ ） １２０ ２ 

※ ＢＯＤ＝生物化学的酸素要求量 

(2) 施設の維持管理業務 

天神浄化センターの日々の運転操作・監視及び保守点検を外部委託で実施するととも

に、設備機器類の定期的な点検調整と必要な部品交換や修繕工事、そして３号主ポンプ、

２号送風機、ケーキ貯留サイロ等の計画的な分解整備（オーバーホール）を実施し、故障

の未然防止や主要機器類の長寿命化に取り組んだ。 

また、若土ポンプ場施設や市町処理分区の流量計測設備（２３箇所）等の維持管理、幹
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線管路施設の巡回点検等を実施した。 

２ 下水道の水質分析等 

平成２８年度水質試験計画により、天神浄化センターへ流入する汚水、放流水、市町処理

分区の接続点の汚水及び汚泥等の分析を公社が直営で実施し、リアルタイムに現場へ反映さ

せることにより、適正かつ効率的な運転管理に取り組んだ。 

水質試験回数 ４０６回 

検体数 ２５，０２６検体 

３ 下水道技術者の養成 

県内下水道事業に係る職員の技術研修会を鳥取県及び日本下水道事業団と共催で開催し

た。また、職員の資質向上を図るため、研修、講習会に参加した。 

４ 下水道技術の調査研究 

下水道管理技術は年々進歩しているため、適切かつ効率的な運転管理と維持管理の実践に

向けて課題・テーマを選定し調査研究に取り組んだ。 

(1) 平成２８年８月より毎月１回程度水処理・汚泥処理等検討会を開催し、調査研究を行い、

成果の反映を図っている。（１０回開催） 

(2) 第５３回下水道研究発表会（名古屋市）に２名職員が参加した。 

５ 下水道知識の普及及び啓発 

(1) ホームページに公社の財務状況、水処理状況、催しの案内等を随時掲載した。 

(2) 下水道についての理解と普及促進を図るため次のとおり開催した。 

ア ぐるり水の探険 

１市４町の小学生親子を対象に、東郷ダム、倉吉市水道局円谷町水源池、天神浄化セ

ンターの施設見学、水質検査の体験等を行い、水の循環、適正な利用、汚水処理につい

て理解を深めてもらった。 

イ 第２８回下水道コンクール 

１市３町の小学校４年生の児童を対象に下水道に関するポスター、習字、標語の作品

を募集した。審査会の上、優秀作品には表彰式を開催し、表彰状を授与した。（応募総

数 ７７４点） 

ウ 下水道ふれあい教室 

小学校に職員が出向き、下水道の仕組み、微生物の説明、顕微鏡観察、水質検査等の

授業を実施した。（７校） 

エ 施設見学者への対応 
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施設見学者に対して、見学者用パネルを設置して、施設の説明及び案内を実施した。 

見学者総数  ３１５人（内訳：一般３人、学校２９７人、官公庁１５人） 

６ 業務改善と事業経営の効率化 

(1) 水処理、汚泥処理等検討会の開催 

平成２８年８月より毎月１回ペースで水処理・汚泥処理等検討会を開催し、業務の充実

改善と適切かつ効率的な管理運営の調査・検討に取り組んだ。 

・夏期の汚泥性状の変動について  

・汚水処理原価の現状と課題について 

・水処理、汚泥処理費用の削減について  

・地震時の初動対応と被災状況調査について  

・場内植栽管理方法の抜本的な見直しについて  

・中期経営計画について 

(2) 経費削減の取組 

管理業務の経営改善と経費削減等による事業経営の効率化に、現場主義で実践的に取り

組んだ。 

    ・管理棟ボイラーの廃止（削減額 ３１０千円） 

・次亜塩素酸ナトリウム注入率の見直しによる減量（削減額 １，０５０千円） 

・屋外水銀灯のＬＥＤ化（８灯）（削減額 １５０千円） 

・再生可能エネルギー発電促進賦課金減免措置の適用（削減額 ９，５００千円） 

・流量計測設備点検業務委託の点検頻度の見直し（削減額 ２，１００千円） 

・物品購入見積依頼者の増（３者以上の対象を２０万円から５万円に引下げ等） 

(3) 環境改善 

トイレが和式で、３０年以上経過して古くなっているため、見学者が利用しやすいよう

に洋式に改修した。 

７ その他業務 

(1) 鳥取県中部地震の被災対応（１０月２１日発生） 

・天神浄化センターについて 

14 時 7 分 地震発生直後に浄化センター内が全て停電したことから、施設内の破損・損

傷箇所について緊急点検を実施した。 

14 時 53 分 電気設備を復旧させ、浄化処理が滞ることがないよう処理場内の主要ポン

プの運転を再開した。 
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また、場内道路等の沈下（４箇所）を発見し、安全確保のため立入禁止処置を実施

した。その他、機械等の損傷は、難を逃れた状況であった。 

・幹線管渠について 

公社内に対策本部を設置し、マンホール概略点検、約２３０箇所を実施した。結果、

マンホール内のクラック、菅渠からの漏水・浸入水等の損傷が多数確認された。 

マンホール被災箇所は、４７箇所で被災率は１６％であった。（災害復旧工事対応） 

・下水流入量の状況について 

マンホール・管渠等の損傷により、破損箇所からの流入水量は、日量約４，５００ 

の増加が確認された。内訳は、市町公共下水道処理分区が日量２，８００ 、県幹線管

渠が日量１，７００ と推定される。 

流入量の増加は、浄化センターの日々の処理費用の増加につながっており、早急に対

策が必要であることを県及び市町の関係機関へ連絡し、対策を講ずることとした。 

(2) 防災訓練等 

消防計画を見直して、火災だけではなく、地震、その他の災害を想定した計画を策定し、

総合訓練を実施した。 

(3) 中期経営計画の策定の取組 

下水道事業を取り巻く経営環境の変化に対応するために、事業及び経営状況等の現状を

的確に把握して、中長期的な視野に基づく計画的な経営に取り組み、公社事業の充実と経

営の効率化を一層進める必要がある。そのために、今後の公社の果たすべき役割、方向性

及び具体的な取組を明確に示した中期経営計画（計画期間：平成２９年度～平成３２年度）

を策定した。 
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当年度 前年度 増　減 備　考

円 円 円 

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１　経常増減の部

750 752 △ 2 

750 752 △ 2 

491,756,430 475,932,056 15,824,374 

　　　天神川流域下水道維 491,756,430 475,932,056 15,824,374 

　　　持管理受託事業収益

　　　　　雑収益 224 4,021 △ 3,797 

　　　　　　受取利息 224 4,021 △ 3,797 

491,757,404 475,936,829 15,820,575 

　  (2) 経常費用

　　　　　事業費 474,609,572 454,401,788 20,207,784 

　　　　　　役員報酬 4,827,653 4,466,566 361,087 

33,712,590 33,719,818 △ 7,228 

1,980,000 2,304,000 △ 324,000 

5,146,433 5,390,536 △ 244,103 

　　　　　　会議費 17,380 22,605 △ 5,225 

　　　　　　旅費交通費 262,615 284,550 △ 21,935 

　　　　　　通信運搬費 345,471 345,098 373 

　　　　　　消耗品費 22,117,730 19,729,038 2,388,692 

　　　　　　修繕費 90,325,714 71,976,862 18,348,852 

　　　　　　印刷製本費 312,185 319,680 △ 7,495 

　　　　　　燃料費 706,977 1,192,786 △ 485,809 

　　　　　　光熱水料費 65,330,394 72,455,801 △ 7,125,407 

　　　　　　賃借料 810,327 663,713 146,614 

　　　　　　保険料 14,661 13,394 1,267 

　　　　　　手数料 98,590 138,027 △ 39,437 

　　　　　　租税公課 4,377,351 4,693,410 △ 316,059 

　　　　　　委託費 244,133,501 236,540,304 7,593,197 

　　　　　　負担金 90,000 145,600 △ 55,600 

　　　  　管理費 17,839,465 21,865,648 △ 4,026,183 

　　　役員報酬 1,206,912 1,116,638 90,274 

　　　　　　給料手当 7,334,505 11,092,512 △ 3,758,007 

　　　　　　退職給付掛金 360,000 576,000 △ 216,000 

公益財団法人　鳥取県天神川流域下水道公社

　　　　　　退職給付掛金

　　　　　事業収益

   　 　  　基本財産受取利息

科　　　目

　  　　　基本財産運用益

　  (1) 経常収益

正　味　財　産　増　減　計　算　書

（平成２８年４月１日から平成２９年３月３１日まで）

　  　　経常収益計

　　 　 　　福利厚生費

　　　　　　給料手当
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当年度 前年度 増　減 備　考

円 円 円 

　　　　　　福利厚生費 1,352,101 1,594,634 △ 242,533 

　　　　　　会議費 6,000 23,740 △ 17,740 

　　　　　　旅費交通費 247,385 222,380 25,005 

　　　　　　通信運搬費 321,343 298,156 23,187 

　　　　　　消耗品費 1,031,597 1,160,781 △ 129,184 

　　　　　　修繕費 126,456 83,675 42,781 

　　　　　　印刷製本費 88,992 48,600 40,392 

　　　　　　燃料費 560,735 769,271 △ 208,536 

　　　　　　光熱水料費 1,615,164 1,791,561 △ 176,397 

　　　　　　賃借料 399,654 400,650 △ 996 

　　　　　　保険料 124,870 96,010 28,860 

　　　　　　諸謝金 302,800 272,200 30,600 

　　　　　　手数料 305,882 175,560 130,322 

　　　　　　租税公課 191,849 117,090 74,759 

　　　委託費 2,021,760 1,767,960 253,800 

　　　　　　負担金 241,460 258,230 △ 16,770 

492,449,037 476,267,436 16,181,601 

　　　　当期経常増減額 △ 691,633 △ 330,607 △ 361,026 

　２　経常外増減の部

　　　　経常外収益計 0 0 0 

　　(2) 経常外費用  

　　　　経常外費用計 0 0 0 

　　　　当期経常外増減額 0 0 0 

　　　　当期一般正味財産増減額 △ 691,633 △ 330,607 △ 361,026 

　　　　一般正味財産期首残高 3,658,698 3,989,305 △ 330,607 

　　　　一般正味財産期末残高 2,967,065 3,658,698 △ 691,633 

Ⅱ　指定正味財産増減の部

　　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0 

　　　　指定正味財産期首残高 3,000,000 3,000,000 0 

　　　　指定正味財産期末残高 3,000,000 3,000,000 0 

5,967,065 6,658,698 △ 691,633 

　　　　経常費用計

　  (1) 経常外収益

Ⅲ　正味財産期末残高

科　　　目
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公益目的事業会計 法人会計 内部取引消去 合計

円 円 円 円 

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１　経常増減の部

750 750 

750 750 

473,859,549 17,896,881 491,756,430 

　　　天神川流域下水道維 473,859,549 17,896,881 491,756,430 

　　　持管理受託事業収益

　　　　　雑収益 224 224 

　　　　　　受取利息 224 224 

473,860,523 17,896,881 0 491,757,404 

　  (2) 経常費用

　　　　　事業費 474,609,572 474,609,572 

　　　　　　役員報酬 4,827,653 4,827,653 

33,712,590 33,712,590 

1,980,000 1,980,000 

5,146,433 5,146,433 

　　　　　　会議費 17,380 17,380 

　　　　　　旅費交通費 262,615 262,615 

　　　　　　通信運搬費 345,471 345,471 

　　　　　　消耗品費 22,117,730 22,117,730 

　　　　　　修繕費 90,325,714 90,325,714 

　　　　　　印刷製本費 312,185 312,185 

　　　　　　燃料費 706,977 706,977 

　　　　　　光熱水料費 65,330,394 65,330,394 

　　　　　　賃借料 810,327 810,327 

　　　　　　保険料 14,661 14,661 

　　　　　　手数料 98,590 98,590 

　　　　　　租税公課 4,377,351 4,377,351 

　　　　　　委託費 244,133,501 244,133,501 

　　　　　　負担金 90,000 90,000 

　　　  　管理費 17,839,465 17,839,465 

　　　役員報酬 1,206,912 1,206,912 

　　　　　　給料手当 7,334,505 7,334,505 

　　　　　　退職給付掛金 360,000 360,000 

　  　　経常収益計

公益財団法人　鳥取県天神川流域下水道公社

正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表

（平成２８年４月１日から平成２９年３月３１日まで）

科　　　目

　  (1) 経常収益

　　　　　　給料手当

　　　　　　退職給付掛金

　　 　 　　福利厚生費

　  　　　基本財産運用益

   　 　  　基本財産受取利息

　　　　　事業収益
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公益目的事業会計 法人会計 内部取引消去 合計

円 円 円 円 

　　　　　　福利厚生費 1,352,101 1,352,101 

　　　　　　会議費 6,000 6,000 

　　　　　　旅費交通費 247,385 247,385 

　　　　　　通信運搬費 321,343 321,343 

　　　　　　消耗品費 1,031,597 1,031,597 

　　　　　　修繕費 126,456 126,456 

　　　　　　印刷製本費 88,992 88,992 

　　　　　　燃料費 560,735 560,735 

　　　　　　光熱水料費 1,615,164 1,615,164 

　　　　　　賃借料 399,654 399,654 

　　　　　　保険料 124,870 124,870 

　　　　　　諸謝金 302,800 302,800 

　　　　　　手数料 305,882 305,882 

　　　　　　租税公課 191,849 191,849 

　　　委託費 2,021,760 2,021,760 

　　　　　　負担金 241,460 241,460 

474,609,572 17,839,465 0 492,449,037 

　　　　当期経常増減額 △ 749,049 57,416 0 △ 691,633 

　２　経常外増減の部  

　　　　経常外収益計 0 0 0 0 

　　(2) 経常外費用

　　　　経常外費用計 0 0 0 0 

　　　　当期経常外増減額 0 0 0 0 

　　　　当期一般正味財産増減額 △ 749,049 57,416 0 △ 691,633 

　　　　一般正味財産期首残高 3,516,572 142,126 0 3,658,698 

　　　　一般正味財産期末残高 2,767,523 199,542 0 2,967,065 

Ⅱ　指定正味財産増減の部

　　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 

　　　　指定正味財産期首残高 3,000,000 0 0 3,000,000 

　　　　指定正味財産期末残高 3,000,000 0 0 3,000,000 

5,767,523 199,542 0 5,967,065 Ⅲ　正味財産期末残高

科　　　目

　  (1) 経常外収益

　　　　経常費用計
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当年度 前年度 増減

円 円 円 

Ⅰ　資産の部

　１　流動資産

　　　　　現金預金

　　　　　　普通預金 30,037,719 33,393,039 △ 3,355,320 

　　　　　未収金 52,789 0 52,789 

   　     貯蔵品 2,967,065 3,658,698 △ 691,633 

　　　　流動資産合計 33,057,573 37,051,737 △ 3,994,164 

　２　固定資産

　　(1) 基本財産

　　　　　定期預金 3,000,000 3,000,000 0 

　　　　基本財産合計 3,000,000 3,000,000 0 

　　　　固定資産合計 3,000,000 3,000,000 0 

　　　　資産合計 36,057,573 40,051,737 △ 3,994,164 

Ⅱ　負債の部

　１　流動負債

　　　　　預り金 210,970 248,918 △ 37,948 

　　　　　未払金 29,879,538 33,144,121 △ 3,264,583 

　　　　流動負債合計 30,090,508 33,393,039 △ 3,302,531 

　２　固定負債

　　　　固定負債合計 0 0 0 

　　　　負債合計 30,090,508 33,393,039 △ 3,302,531 

Ⅲ　正味財産の部

　１　指定正味財産

　　　　指定正味財産合計 3,000,000 3,000,000 0 

　　　　（うち基本財産への充当額） (3,000,000) (3,000,000) (0)

　２　一般正味財産 2,967,065 3,658,698 △ 691,633 

　　　　正味財産合計 5,967,065 6,658,698 △ 691,633 

　　　　負債及び正味財産合計 36,057,573 40,051,737 △ 3,994,164 

貸　借　対　照　表

（平成２９年３月３１日現在）

公益財団法人　鳥取県天神川流域下水道公社

科　　　　目
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三 平成２９年度事業計画 

１ 基本方針 

 当公社は、天神川流域下水道の維持管理及び運営業務を行う指定管理者（平成２６年度～

３０年度）として、天神浄化センター（終末処理場）の運転管理、設備管理、水質分析及び

下水道知識の普及・啓発等の事業を適切に遂行するとともに、継続的な業務改善と更なる事

業経営の効率化に取り組むことにより、下水道事業を取り巻く社会情勢の変化や地域のニー

ズ等に対応できる公益法人を目指していく。 

 平成２９年度は、平成２８年１０月発生の鳥取県中部地震に伴う下水道災害の復旧状況や

下水道流入量の変化を流域関連市町と情報共有しつつ、水処理施設、汚泥処理施設等の運転

管理と施設の維持管理を、より適切かつ効率的に遂行する。 

２ 事業内容 

(1) 天神川流域下水道の運転管理及び施設の維持管理業務【５３１，７２８千円】 

ア 天神浄化センター運転管理業務【１０９，８８３千円】 

○ 天神浄化センターの水処理施設、汚泥処理施設の運転管理を適正かつ効率的に行い、

常に良好で安定した水質の確保と汚泥処理の最適化及び有効活用して取り組む。 

○ 日々の運転操作・監視及び保守点検は外部委託で実施しており、相互連携の下で安

定的な運転管理を図る。 

・計画流入汚水量 

平成２９年度 平成２８年度（実績） 

７，３１３，８７０ 

（日平均２０，０３８ ） 

７，４８２，１４８ 

（日平均２０，４９９ ） 

・放流水質管理目標 

ＢＯＤ（㎎/ ） 浮遊物質(SS) (㎎/ ） 大腸菌群数(個/ ) 

１０未満 １０未満 ３０未満 

※ ＢＯＤ＝生物化学的酸素要求量 

・計画汚泥処理量 

平成２９年度 平成２８年度（実績） 

５，１１９t ５，２８１t 

イ 施設の維持管理業務【４２１，８４５千円】 

○ 設備機器類に精通した専門技術者の蓄積されたノウハウを活かし、定期的な点検調

整と必要な部品交換や修繕工事、そして計画的な分解整備（オーバーホール）を行っ
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て、設備機器類の故障の未然防止と長寿命化を図る。 

・維持管理施設 

対象施設 

天神浄化センター（処理能力３２，０００ ／日）、幹線管渠（２

８．６㎞）及び放流管渠各処理分区流量計測設備（２３か所）、若

土ポンプ場 

・主要機器類の分解整備【７４，４６８千円】 

水中エアレータ、3号送風機、ベルト型ろ過濃縮機、自家用発電設備 

(2) 下水道の水質分析等【２，１７５千円】 

処理場へ流入する汚水、放流水、各処理分区の接続点の汚水及び汚泥等の分析を行い、

リアルタイムに現場で適正かつ効率的な運転管理を図る。 

(3) 下水道技術者の養成【４０４千円】 

ア 下水道に関する知識、技術の習得、向上を図るため、各種団体が実施する研修会等へ

参加し、現場実務に反映させる。 

イ 関連公共担当職員を対象に鳥取県の協力を得ながら、浄化センターで技術講習会を開

催する。 

(4) 下水道技術の調査研究【２０８千円】 

ア 下水道維持管理コストの縮減、水処理、汚泥処理技術等の改善策などについて、調査

研究を実施する。 

イ ７月に開催される下水道研究発表会（日本下水道協会主催）において、調査研究の発

表を行う。 

(5) 下水道知識の普及及び啓発等【６１９千円】 

ア 見学者に対して、下水道の仕組み、役割等を説明、施設見学を実施する。 

イ ホームページに下水道に関する情報を掲載して、啓発を実施する。 

ウ 水の循環をテーマとし、下水道が環境に果たす役割の理解を深めることを目的とした

「ぐるり水の探検」を開催する。 

エ 「下水道コンクール」として、関連公共１市３町の小学校４年生の児童から、ポスタ

ー、習字、標語の作品を募集する。 

オ 「下水道ふれあい教室」として、職員が小学校へ出向いて、下水道の仕組み、水質検

査等の授業を実施する。 

(6) その他公社の目的を達成するために必要な事業 

「第３９回全国下水道公社連絡協議会」の開催県として、各県公社が抱える諸課題につ
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いての協議、相互連携を図り、事業の適正な運営に努める。 
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予算額 前年度予算額 増　減 備　考

千円 千円 千円 

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１　経常増減の部

1 1 0 

1 1 0 

　　　　　事業収益 554,627 531,681 22,946 

　　　　　　天神川流域下水道維 554,627 531,681 22,946 

　　　　　　持管理受託事業収益

　　　　　雑収益 2 2 0 

　　　　　　受取利息 2 2 0 

554,630 531,684 22,946 

535,134 507,503 27,631 

　　　　　　役員報酬 4,150 5,021 △ 871 

　　　　　　給料手当 33,786 34,714 △ 928 

　　　　　　退職給付掛金 1,656 1,944 △ 288 

　　　　　　福利厚生費 6,160 6,354 △ 194 

　　　　　　会議費 11 24 △ 13 

　　　　　　旅費交通費 489 353 136 

　　　　　　通信運搬費 346 345 1 

　　　　　　消耗品費 20,550 22,620 △ 2,070 

　　　　　　修繕費 118,553 92,998 25,555 

　　　　　　印刷製本費 497 350 147 

　　　　　　燃料費 765 688 77 

　　　　　　光熱水料費 71,731 76,081 △ 4,350 

　　　　　　賃借料 922 905 17 

16 16 0 

　　　　　　手数料 195 219 △ 24 

　　　　　　租税公課 4,738 4,739 △ 1 

　　　　　　委託費 270,445 259,961 10,484 

　　　　　　負担金 124 171 △ 47 

　　管理費 19,496 24,181 △ 4,685 

1,037 1,256 △ 219 

　　　　　　給料手当 8,080 11,724 △ 3,644 

　　　　　　退職給付掛金 504 576 △ 72 

　　　　　　役員報酬

公益財団法人　鳥取県天神川流域下水道公社

収　支　予　算　書

（平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日まで）

科　　　目

　  (1) 経常収益

　　　　　基本財産運用益

　　　　　　基本財産受取利息

　　　　経常収益計

　  (2) 経常費用

　　　　　事業費

　　　　　　保険料
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予算額 前年度予算額 増　減 備　考

千円 千円 千円 

　　　　　　福利厚生費 1,501 2,161 △ 660 

　　　　　　会議費 15 28 △ 13 

　　　　　　旅費交通費 613 401 212 

　　　　　　通信運搬費 330 312 18 

　　　　　　消耗品費 1,075 1,045 30 

　　　　　　修繕費 115 165 △ 50 

　　　　　　印刷製本費 100 63 37 

　　　　　　燃料費 261 756 △ 495 

　　　　　　光熱水料費 1,840 1,942 △ 102 

　　　　　　賃借料 535 413 122 

98 120 △ 22 

　　　　　　諸謝金 313 313 0 

　　　　　　手数料 309 192 117 

　　　　　　租税公課 330 294 36 

　　　　　　委託費 2,125 2,119 6 

　　　　　　負担金 315 301 14 

554,630 531,684 22,946 

　　　　当期経常増減額 0 0 0 

　２　経常外増減の部

0 0 0 

0 0 0 

　　　　当期経常外増減額 0 0 0 

　　　　他会計振替額 0 0 0 

　　　　当期一般正味財産増減額 0 0 0 

　　　　一般正味財産期首残高 2,815 3,869 △ 1,054 貯蔵品期首残高

　　　　一般正味財産期末残高 2,815 3,869 △ 1,054 貯蔵品期末残高

Ⅱ　指定正味財産増減の部

　　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0 

　　　　指定正味財産期首残高 3,000 3,000 0 

　　　　指定正味財産期末残高 3,000 3,000 0 

5,815 6,869 △ 1,054 

科　　　目

Ⅲ　正味財産期末残高

　　　　　　保険料

　　　　経常費用計

　  (1) 経常外収益

　　　　経常外収益計

　  (2) 経常外費用

　　　　経常外費用計
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公益目的事業会計 法人会計 内部取引消去 合計

千円 千円 千円 千円 

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１　経常増減の部

1 1 

1 1 

535,131 19,496 554,627 

535,131 19,496 554,627 

　　　　　雑収益 2 2 

　　　　　　受取利息 2 2 

535,134 19,496 0 554,630 

　  (2) 経常費用

　　　　　事業費 535,134 535,134 

　　　　　　役員報酬 4,150 4,150 

33,786 33,786 

1,656 1,656 

6,160 6,160 

　　　　　　会議費 11 11 

　　　　　　旅費交通費 489 489 

　　　　　　通信運搬費 346 346 

　　　　　　消耗品費 20,550 20,550 

　　　　　　修繕費 118,553 118,553 

　　　　　　印刷製本費 497 497 

　　　　　　燃料費 765 765 

　　　　　　光熱水料費 71,731 71,731 

　　　　　　賃借料 922 922 

　　　　　　保険料 16 16 

　　　　　　手数料 195 195 

　　　　　　租税公課 4,738 4,738 

　　　　　　委託費 270,445 270,445 

　　　　　　負担金 124 124 

　　　　　管理費 19,496 19,496 

　　　　　　役員報酬 1,037 1,037 

8,080 8,080 

公益財団法人　鳥取県天神川流域下水道公社

収　支　予　算　書　内　訳　表

（平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日まで）

科　　　目

　  (1) 経常収益

　　　　　基本財産運用益

     　　   基本財産受取利息

　　　　　事業収益

　　　　　　天神川流域下水道維

　　　　　　持管理受託事業収益

　  　　経常収益計

　　　　　　給料手当

　　　　　　退職給付掛金

　  　　　　福利厚生費

　　　　　　給料手当
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公益目的事業会計 法人会計 内部取引消去 合計

千円 千円 千円 千円 

504 504 

　　　　　　福利厚生費 1,501 1,501 

　　　　　　会議費 15 15 

　　　　　　旅費交通費 613 613 

　　　　　　通信運搬費 330 330 

　　　　　　消耗品費 1,075 1,075 

　　　　　　修繕費 115 115 

　　　　　　印刷製本費 100 100 

　　　　　　燃料費 261 261 

　　　　　　光熱水料費 1,840 1,840 

　　　　　　賃借料 535 535 

　　　　　　保険料 98 98 

　　　　　　諸謝金 313 313 

　　　　　　手数料 309 309 

　　　　　　租税公課 330 330 

　　　　　　委託費 2,125 2,125 

　　　　　　負担金 315 315 

535,134 19,496 0 554,630 

　　　  当期経常増減額 0 0 0 0 

　２　経常外増減の部

　　　　経常外収益計 0 0 0 0 

　　(2) 経常外費用

　　　　経常外費用計 0 0 0 0 

　　　　当期経常外増減額 0 0 0 0 

　　　　他会計振替額　

　　　　当期一般正味財産増減額 0 0 0 0 

　　　　一般正味財産期首残高 2,657 158 0 2,815 

　　　　一般正味財産期末残高 2,657 158 0 2,815 

Ⅱ　指定正味財産増減の部

　　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 

　　　　指定正味財産期首残高 0 3,000 0 3,000 

　　　　指定正味財産期末残高 0 3,000 0 3,000 

2,657 3,158 0 5,815 Ⅲ　正味財産期末残高

　　　　経常費用計

　  (1) 経常外収益

科　　　目

　　　　　　退職給付掛金
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（１２）公益財団法人 鳥取県天神川流域下水道公社

財務諸表に対する注記

財産目録 

附属明細書



財務諸表に対する注記

１．継続事業の前提に関する注記

　　継続事業の前提に重要な疑義を抱かせる事業又は状況はない。

２．重要な会計方針

　　（２）消費税の会計処理について

　　　　消費税の会計処理は、税込方式によっている。

３．会計方針の変更

該当なし

４．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

（単位：円）

科　　　　　　　　目 前期末残高 当期末残高

基本財産

　定期預金 3,000,000 3,000,000

合　　　計 3,000,000 3,000,000

５．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

科　　　　　　　目 当期末残高 （うち負債に対応する額）

基本財産

　定期預金 3,000,000 (0) －

合　　　計 3,000,000 (0) 0

６．担保に供している資産

該当なし

７．固定資産の所得価額、減価償却累計額及び当期末残高

該当なし

８．債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高

該当なし

９．保証債務（債務保証を主たる目的事業としている場合を除く。）等の偶発債務

該当なし

１０．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

該当なし

１１．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

該当なし

１２．指定正味財産からの一般正味財産への振替額の内訳

該当なし

(3,000,000)

(3,000,000)

　　（１）平成２０年公益法人会計基準（平成２０年４月１１日　平成２１年１０月１６日改正　内閣府
　　　　公益認定等委員会）を適用している。

当期増加額 当期減少額

0 0

0 0

（うち指定正味財産
からの充当額）

（うち一般正味財産
からの充当額）
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１３．関連当事者との取引の内容

該当なし

１４．重要な後発事象

該当なし

１５．その他資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産増減の状況を明らかにするために
　必要な事項

（単位：円）
品名 当期末残高

補修用部品 825,930
業務用薬品 619,534
材料 689,287
焼却、自家発等燃料 692,069
切手、収入印紙 140,245
合計 2,967,065
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場所・物量等 使用目的 金額

（流動資産） 円

現金預金 普通預金

山陰合同銀行羽合支店 運転資金として 30,037,719 

未収金 鳥取県労働基準協会　中部支部 労働保険料過払額 52,789 

貯蔵品 補修用部品 脱水機用ろ布として 825,930 

業務用薬品（高分子凝集剤 運転管理等に伴う年度末の在庫として 619,534 

、次亜塩素酸ソーダ、苛性

ソーダ）

材料（ろ過砂、ケイ砂） 砂ろ過設備、焼却設備の材料として 689,287 

Ａ重油 焼却設備、自家発、給湯ボイラー燃料として 692,069 

切手、収入印紙 郵送、契約書用として 140,245 

流動資産合計 33,057,573 

（固定資産）

基本財産

定期預金 定期預金

　山陰合同銀行羽合支店 3,000,000 

その他固定資産 0 

固定資産合計 3,000,000 

資産合計 36,057,573 

（流動負債）

未払金 鳥取県に対する未払い額他 鳥取県に対する維持管理業務 29,879,538 

委託料返納金未払他

預り金 源泉徴収所得税他 源泉所得税、住民税預り金 210,970 

流動負債合計 30,090,508 

（固定負債）

0 

固定負債合計 0 

負債合計 30,090,508 

正味財産 5,967,065 

公益財団法人　鳥取県天神川流域下水道公社

財　産　目　録

（平成２９年３月３１日現在）

貸借対象表科目

公益目的保有財産で運用益を公
益目的事業の財源として使用し
ている
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１　基本財産及び特定資産の明細

附属明細書

基本財産及び特定資産の明細は、財務諸表に対する注記４．基本財産及び特定資産の増減額
及びその残高に記載のとおりである。
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